
(57)【要約】
　　【課題】
　室温付近の低温から、融点または分解点付近の高温までの温度域において、自発的に、
広い面積で均一なホメオトロピック配向を示し、配向欠陥等を発現しないディスコティッ
ク液晶膜を提供する。
　　【解決手段】
　ディスコティック液晶膜は、化学式 (１ )
【化１】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 記 化 学 式 (１ )
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 化 学 式 (１ )中 、 Ｒ － は 、 炭 素 数 ４ ～ ３ ０ の 直 鎖 ア ル キ ル 基 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 下 記 化 学 式 (１ )
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 、 膜 状 に 形 成
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さ れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液
晶 膜 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 下 記 化 学 式 (１ )
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ
れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 に 付
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 導 電 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　 下 記 化 学 式 (１ )
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ
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れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 に 付
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 　 下 記 化 学 式 (１ )
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ
れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 で 電
導 体 ま た は 半 導 体 を 形 成 し て お り 、 該 電 導 体 ま た は 半 導 体 が 、 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特
徴 と す る 電 子 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 太 陽 電 池 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 用 電 荷 輸 送 層 、 有 機 レ ー ザ ー 発 光 用 電 荷 注 入
層 、 商 品 タ グ 、 気 体 セ ン サ ー 、 光 学 的 記 憶 媒 体 、 撮 像 素 子 用 光 伝 導 材 の い ず れ か で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 電 子 デ バ イ ス に 組 み 込 ま れ る 電 導 体 や 半 導 体 の 原 材 と し て 用 い ら れ る デ
ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 に は 、 デ ィ ス プ レ イ に 汎 用 さ れ て い る 棒 状 分 子 の ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 の ほ か 、 円 盤 状
分 子 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 、 導 電 性 ま た は 半 導 電 性 を 示 す も の で あ る 。 図 １ で 示 す 模 式 図
の よ う に 、 π 電 子 を 有 し あ た か も 円 盤 の よ う な 平 面 分 子 (a)が 、 そ れ の π 軌 道 を オ ー バ ー
ラ ッ プ さ せ つ つ 積 み 重 な っ て 分 子 配 向 し た 一 次 元 カ ラ ム (b)を 形 成 し 、 そ れ の 多 数 が 、 カ
ラ ム 軸 を 垂 直 方 向 に 向 い た ま ま 水 平 方 向 へ 集 ま っ て 膜 状 に な り 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク カ ラ ム
ナ ー 液 晶 (c)が 、 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 、 分 子 配 向 し た 一 次 元 カ ラ ム (b)内 で オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る
π 軌 道 に よ り 、 電 荷 移 動 が 可 能 な ワ イ ヤ ー を 形 成 し て い る の で 、 電 荷 輸 送 等 に 有 利 で あ る
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。 そ の た め 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 、 可 撓 性 有 機 電 子 デ バ イ ス の 原 材 と し て 有 望 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 一 般 に デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 極 め て 粘 性 が 高 い 。 そ の た め 、 比 較 的 高 温 で な
け れ ば 基 板 上 に 薄 膜 を 作 製 で き な い 。 さ ら に 、 同 図 (e)の よ う に 平 面 分 子 が 基 板 面 に 対 し
て 垂 直 に 積 み 重 な っ た 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 、 自 発 的 に 示 し 難 い 。 そ の た め 同 図
(d)の よ う に 、 配 向 欠 陥 を 発 現 し た り 、 分 割 さ れ た ポ リ ド メ イ ン を 生 じ た り し て 、 電 荷 輸
送 等 を 妨 げ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の ヘ キ サ ベ ン ゾ コ ロ ネ ン 系 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 、 自 発
的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 さ な い 。 非 特 許 文 献 ２ に オ ク タ キ ス (３ ,４ － ジ ア ル コ キ シ
フ ェ ノ キ シ )フ タ ロ シ ア ニ ナ ー ト 銅 (II)錯 体 が 記 載 さ れ 、 非 特 許 文 献 ３ に ア ル キ ル チ オ エ
ー テ ル 基 含 有 ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 が 記 載 さ れ て お り 、 い ず れ も 、 高 温 域 に お い て の み 、
自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 室 温 程 度 の 低 温 域 で も 、 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 が
望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 S.Ito, M.Wehmeier, J.D.Brand, C.Kubel, R.Epsch, J.P.Rabe, K.Mull
en, Chem.Eur.J., 6, 23, 4327-4342(2000)
【 非 特 許 文 献 ２ 】 K.Hatsusaka, K.Ohta, I.Yamamoto and H.Shirai, J. Mater Chem., 11
, 423-433(2001)
【 非 特 許 文 献 ３ 】 D.Adam, P.Schuhmacher, J.Simmere, L.Haussling, K.Siemensmeyer, K
.H.Etzbach, H.Ringsdorf and D.Haarer, Nature, 371, 141-143(1994)
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 室 温 付 近 の 低 温 か ら 、 融 点 ま た
は 分 解 点 付 近 の 高 温 ま で の 温 度 域 に お い て 、 自 発 的 に 、 広 い 面 積 で 均 一 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ
ク 配 向 を 示 し て 、 配 向 欠 陥 等 を 発 現 し な い デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 、 そ れ を 用 い た 電 導 体
・ 半 導 体 、 お よ び 電 子 デ バ イ ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ポ ル フ ィ
ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 は 、
　 下 記 化 学 式 (１ )
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【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 (１ )中 、 Ｒ － は 直 鎖 、 分 岐 鎖 も し く は 環 状 の 炭 化 水 素 基 、 ま た は ポ リ （ オ キ シ エ チ レ
ン ） 基 、 － Ｍ － は ２ 価 の 金 属 ）
で 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 － Ｍ － は 、 ２ 価 の 銅 ま た は コ バ ル ト で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｒ － は 、 飽 和 で あ っ て も 不
飽 和 で あ っ て も よ く 、 脂 肪 族 基 で あ っ て も 芳 香 族 基 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 は 、 化 学 式 (１ )
中 、 Ｒ － は 、 炭 素 数 ４ ～ ３ ０ の 直 鎖 ア ル キ ル 基 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 は 、 有 機 溶 媒 へ の 優 れ た 溶 解 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 じ く 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 前 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る ポ
ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 を 含 有 し て お り 、 膜 状 に 形 成 さ れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配
向 を 示 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 こ の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 、 ま た は そ れ を 有 機 溶 媒 に
溶 解 さ せ た 組 成 物 で 、 均 一 に 製 膜 し た も の で あ る 。 そ の 際 、 広 い 面 積 で 自 発 的 に 均 質 な ホ
メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す 。 室 温 近 傍 か ら 融 点 ま た は 分 解 点 近 傍 ま で の 広 範 な 温 度 域 で 、
自 発 的 に 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 は 、 大 き な π 共 役 系 を 構 成 し て い る 平 面 の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 環
を コ ア 骨 格 と し て 、 有 し て い る 。 そ の た め 一 次 元 カ ラ ム で の π 軌 道 の 重 な り が 大 き く な っ
て い る の で 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 電 荷 移 動 が 有 利 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 化 合 物 は 、 コ ア 骨 格 の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 環 の 周 辺 に 、 ヘ テ ロ 原 子 で あ る 酸 素 － Ｏ － を
有 し て い る 。 前 記 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な ヘ テ ロ 原 子 を 有 し な い ヘ キ サ ベ ン
ゾ コ ロ ネ ン 系 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 が 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 さ な い こ と と
、 前 記 非 特 許 文 献 ２ お よ び ３ に 記 載 さ れ て い る よ う な ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る フ タ ロ シ ア ニ ナ
ー ト 銅 (II)錯 体 や ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 が 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す こ と と を
考 慮 す る と 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 中 の こ の よ う な ヘ テ ロ 原 子 － Ｏ － が 自 発 的 に ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 発 現 さ せ る 重 要 な 要 因 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。 さ ら に ポ ル フ ィ ラ
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ジ ン 系 の 化 合 物 が そ の コ ア 骨 格 の 周 辺 に 十 分 に 長 い 側 鎖 Ｒ － を 有 し て い る こ と に よ り 、 こ
の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 適 当 な 液 晶 性 を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 室 温 近 傍 か ら 融 点 ま た は 分 解 点 近 傍 ま で の 広 範
な 温 度 域 で 、 相 転 移 を 起 こ さ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 を 簡 便 に か つ 大 量 に 合 成 す る こ と が で き る の で 、 デ ィ ス コ テ
ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 生 産 性 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 同 じ く 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 導 電 体 は 、 前 記 式 (１ )で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向
を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 に 付 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 じ く 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 半 導 体 は 、 前 記 式 (１ )で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向
を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 に 付 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 同 じ く 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た 電 子 デ バ イ ス は 、 前 記 式 (１ )で 表 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系
の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 化 合 物 を 含 有 し て お り 膜 状 に 形 成 さ れ て 自 発 的 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ
ク 配 向 を 示 し て い る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 、 基 板 上 で 電 導 体 ま た は 半 導 体 を 形 成 し て
お り 、 該 電 導 体 ま た は 半 導 体 が 、 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 電 導 体 や 半 導 体 は 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物 や そ れ が 含 有 さ れ た 組 成 物 を 、 例 え
ば 印 刷 、 ス ピ ン コ ー ト 、 キ ャ ス テ ィ ン グ 、 塗 布 、 ま た は 噴 霧 す る こ と に よ り 、 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 じ く 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 電 子 デ バ イ ス は 、 太 陽 電 池 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン
ス 用 電 荷 輸 送 層 、 有 機 レ ー ザ ー 発 光 用 電 荷 注 入 層 、 商 品 タ グ 、 気 体 セ ン サ ー 、 光 学 的 記 憶
媒 体 、 撮 像 素 子 用 光 伝 導 材 の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 太 陽 電 池 は 、 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 組 み 込 ま れ た も の で 、 こ の 膜 で 光 が 吸
収 さ れ 励 起 子 が 発 生 し て 電 荷 移 動 を 引 き 起 こ す 結 果 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー へ 変
換 す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン 用 電 荷 輸 送 層 は 、 電 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 で あ っ
て 、 発 光 層 と 共 に 積 層 さ れ て 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス の 光 源 を 形 成 す る も の で あ る
。 こ れ に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 蛍 光 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 有 機 レ ー ザ ー 発 光 用 電 荷 注 入 層 は 、 電 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 で あ っ て 、 電 荷 輸
送 層 と 発 色 層 と の 間 に 挿 入 さ れ 、 駆 動 電 圧 を 低 減 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 商 品 タ グ は 、 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 組 み 込 ま れ た も の で 、 印 刷 可 能 な 有 機
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と し て 情 報 を 書 き 込 む こ と が で き る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 気 体 セ ン サ ー は 、 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 組 み 込 ま れ た も の で 、 こ の 液 晶 膜
表 面 に 櫛 形 電 極 を 形 成 し 、 液 晶 半 導 体 層 の 暗 電 流 が 、 ガ ス や 臭 い の 気 体 分 子 の 吸 着 に よ っ
て 変 化 す る こ と に よ り 、 ガ ス や 臭 い の 濃 度 の 検 知 を 行 う と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 光 学 的 記 憶 媒 体 は 、 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 付 さ れ た も の で 、 ホ ー ル バ ー ニ
ン グ 分 光 法 に よ り 、 高 密 度 の 情 報 の 書 き 込 み と 読 み 取 り を 行 う と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 撮 像 素 子 用 光 伝 導 材 は 、 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 組 み 込 ま れ た も の で 、 光 の
三 原 色 の そ れ ぞ れ に の み 応 答 す る 光 伝 導 膜 と し て 液 晶 膜 を 用 い る こ と に よ り 、 超 小 型 放 送
用 テ レ ビ カ メ ラ を 実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 電 子 デ バ イ ス は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 を 薄 く し て も 、 優 れ た 電 導 性 ま た は 半 導
性 を 示 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 広 い 面 積 で 自 発 的 に 均 一 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て
い る 。 し か も 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 配 向 欠 陥 や ポ リ ド メ イ ン を 生 じ て い な い の で
、 電 荷 輸 送 特 性 等 が 優 れ て い る 。 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 低 コ ス ト で 簡 便 か つ 大 量 に
得 る こ と が で き る 。 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 薄 く て も 、 優 れ た 電 導 性 ま た は 半 導 性 を 示
す 。 そ の た め 、 こ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 を 基 板 上 に 有 す る 電 導 体 や 半 導 体 は 素 子 と し
て 、 電 子 デ バ イ ス に 用 い る こ と が で き る 。 こ の 電 子 デ バ イ ス は 、 小 型 化 が 可 能 な う え 、 生
産 性 が よ く 、 経 済 的 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 下 記 化 学 反 応 式 を 参 照 し な が ら 、 前 記 化 学 式 (１ )で 示 さ れ る ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 の 化 合 物
の 合 成 の 一 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 始 発 物 質 で あ る ３ ,４ － ジ メ ト キ シ ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド を 青 酸 カ リ ウ ム (Ｋ Ｃ Ｎ )存 在 下 で
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ベ ン ゾ イ ン 縮 合 さ せ ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ゾ イ ン (２ )と し 、 硫 酸 銅 、 ピ リ
ジ ン 存 在 下 で 酸 化 さ せ ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ジ ル (３ )と し 、 臭 化 水 素 酸 で
脱 メ チ ル 化 し て ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )へ 誘 導 し 、 次 い で 所 望 の
炭 素 数 を 有 す る ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル と 反 応 さ せ て ア ル キ ル 化 し て 、 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト
ラ キ ス (テ ト ラ ア ル キ ル オ キ シ )ベ ン ジ ル 誘 導 体 (５ )を 得 る 。 そ れ と ジ ア ミ ノ マ レ オ ニ ト リ
ル と を 反 応 さ せ て ピ ラ ジ ン 化 し 、 さ ら に Ｖ Ｏ Ｆ ３ で 閉 環 さ せ て １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ
レ ン 誘 導 体 (７ )を 得 る 。 そ れ と 塩 化 銅 と を １ ， ８ － ジ ア ザ ビ シ ク ロ [５ ,４ ,０ ]ウ ン デ セ －
７ － エ ン （ Ｄ Ｂ Ｕ ） 存 在 下 、 １ － ヘ キ サ ノ ー ル 中 で ２ ０ ～ ２ ４ 時 間 還 流 し て 、 ポ ル フ ィ ラ
ジ ン 系 化 合 物 (１ )を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 実 施 例 １ ～ ４ ）
　 実 施 例 １ ～ ４ は 、 テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )と 、 炭 素 数 ８ 、 １ ０ 、 １ ２ ま た は １ ４
で あ る ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル と を 反 応 さ せ た こ と 以 外 は 、 同 様 に し て 、 ４ 種 類 の ポ ル フ ィ ラ
ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )を 合 成 し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 に 、 そ れ の 代 表 例 と し て 、 テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )と 、 炭 素 数 １ ４ で あ る ブ
ロ モ テ ト ラ デ カ ン と を 用 い て 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｄ )を 合 成 し た 具 体 例 を 実 施 例
４ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
実 施 例 ４
　 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ゾ イ ン (２ )の 合 成
　 ３ ０ ０ ｍ ｌ 三 ッ 口 フ ラ ス コ に 、 ３ ,４ － ジ メ ト キ シ ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド ３ ０ ． ０ ｇ （ １ ８
０ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 Ｋ Ｃ Ｎ ７ ． ５ ０ ｇ （ １ １ ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 エ タ ノ ー ル ５ ０ ｍ ｌ お よ び 水 ５ ０
ｍ ｌ を 入 れ 、 ３ 時 間 加 熱 還 流 し た 。 反 応 溶 液 を 、 ク ロ ロ ホ ル ム で 抽 出 、 水 で 洗 浄 、 芒 硝 で
乾 燥 後 、 溶 媒 を 減 圧 留 去 し た 。 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 充 填 剤 ： シ リ カ ゲ ル ， 溶 媒 ：
ク ロ ロ ホ ル ム ， Ｒ ｆ ＝ ０ ． ２ ５ ） で 精 製 を 行 い 、 黄 色 い シ ロ ッ プ 状 の 液 体 の ３ ,３ ',４ ,４
'－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ゾ イ ン (２ )を ２ ０ ． ２ ｇ 得 た （ 収 率 ６ ７ ％ ） 。 そ れ の 赤 外 吸 収 分
光 分 析 （ I.R.） と 1 H－ 核 磁 気 共 鳴 測 定 （ 1 H-NMR） と の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造 を 支 持 し て
い る 。
I.R. (liquid film, cm- 1 ):3450(OH), 2950, 2850(CH2 ), 1660(C=O), 1590, 1505(Ar), 1
270.
1 H-NMR (CDCl 3 , TMS) δ (ppm): 3.43～ 4.50(m, 13H, -OCH 3  and OH), 5.76～ 7.46(m, 7H,
 Ar).
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ジ ル (３ )の 合 成
　 ３ ０ ０ ｍ ｌ ナ ス フ ラ ス コ に 、 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ゾ イ ン （ ２ ） の ２ ０
． ０ ｇ （ ６ ０ ． ３ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 硫 酸 銅 ・ ５ 水 和 物 ４ ５ ． ０ ｇ （ １ ８ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 ピ リ ジ
ン １ ２ ０ ｍ ｌ お よ び 水 ８ ０ ｍ ｌ を 入 れ 、 １ ５ 時 間 加 熱 撹 拌 し た 。 そ の 後 、 冷 水 を 入 れ 、 反
応 溶 液 を 冷 却 し 、 吸 引 濾 過 し 、 硫 酸 銅 の 青 色 が 消 え る ま で 、 濾 物 を 水 で 洗 っ た 。 濾 物 を テ
ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン で 固 液 抽 出 し 、 黄 色 い 結 晶 の ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ジ ル (
３ )を ９ ． ７ ０ ｇ 得 た （ 収 率 ５ ０ ％ ） 。 そ の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造 を 支 持 し て い る 。
融 点 :２ ２ ３ － ２ ２ ４ ℃
I.R. (KBr, cm - 1 ): 2950, 2850(CH 2 ), 1660(C=O), 1590, 1510(Ar), 1270.
1 H-NMR (CDCl 3 , TMS) δ (ppm): 3.88(s, 12H, -OCH3 ), 6.73～ 7.50(m, 6H, Ar).
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )の 合 成
　 ３ ０ ０ ｍ ｌ 三 ッ 口 フ ラ ス コ に 、 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ メ ト キ シ ベ ン ジ ル (３ )の ６ ． ０
０ ｇ （ １ ８ ． １ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 氷 酢 酸 ５ ０ ｍ ｌ お よ び 臭 化 水 素 酸 ５ ０ ｍ ｌ を 入 れ 、 １ ６ 時 間
加 熱 環 流 を し た 。 反 応 溶 液 を 室 温 ま で 冷 却 し 、 酢 酸 エ チ ル で 抽 出 、 Ｎ ａ Ｏ Ｈ 水 溶 液 で 中 和
し 、 水 で 洗 浄 、 芒 硝 で 乾 燥 後 、 溶 媒 を 減 圧 留 去 し た 。 水 で 再 結 晶 し て 精 製 し 、 黄 色 い 固 体
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の ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )を ４ ． ２ ３ ｇ 得 た （ 収 率 ８ ４ ％ ） 。 そ
の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造 を 支 持 し て い る 。
I.R. (KBr, cm - 1 ): 3350(OH), 1650(C=O), 1595, 1510(Ar), 1300.
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ ル オ キ シ )ベ ン ジ ル (５ ｄ )の 合 成
　 ３ ０ ０ ｍ ｌ 三 ッ 口 フ ラ ス コ に 、 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ ヒ ド ロ キ シ ベ ン ジ ル (４ )の １ ．
５ ０ ｇ （ ５ ． ４ ７ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 １ － ブ ロ モ テ ト ラ デ カ ン ９ ． ９ ８ ｇ （ ３ ６ ． ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ）
、 無 水 炭 酸 カ リ ウ ム ４ ． ３ ２ ｇ （ ３ １ ． ３ ｍ ｍ ｏ ｌ ） お よ び Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ア セ ト ア ミ
ド ４ ０ ｍ ｌ を 入 れ 、 ７ ０ ℃ で ７ 時 間 撹 拌 し た 。 ク ロ ロ ホ ル ム で 抽 出 、 水 で 洗 浄 、 芒 硝 で 乾
燥 し た 。 自 然 濾 過 し た 後 、 溶 媒 を 留 去 し た 。 酢 酸 エ チ ル で １ 回 、 次 い で ｎ － へ キ サ ン で １
回 再 結 晶 を 行 い 、 白 色 固 体 の ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ ル オ キ シ )ベ ン ジ ル (
５ ｄ )を ４ ． １ ８ ｇ 得 た （ 収 率 ７ ２ ％ ） 。 そ の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造 を 支 持 し て い る 。
融 点 ： ９ ５ ℃
I.R. (KBr, cm - 1 ): 2930, 2860(CH 2 ), 1670(C=O), 1590, 1510(Ar), 1270.
1 H-NMR (CDCl 3 , TMS) δ (ppm): 0.87(t, 12H), 1.29～ 1.81 (m, 72H), 4.00(t, 8H), 6.6
4～ 7.74(m, 6H).
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ５ ,６ － ビ ス (３ ,４ － ジ テ ト ラ デ シ ル オ キ シ フ ェ ニ ル )ピ ラ ジ ン (６ ｄ
)の 合 成
　 ３ ０ ０ ｍ ｌ 三 ッ 口 フ ラ ス コ に 、 ３ ,３ ',４ ,４ '－ テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ ル オ キ シ )ベ ン
ジ ル (５ ｄ )の ４ ． ２ ０ ｇ （ ３ ． ９ ６ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 ジ ア ミ ノ マ レ オ ニ ト リ ル ０ ． ６ ３ ０ ｇ （
５ ． ８ ３ ｍ ｍ ｏ ｌ ） お よ び 酢 酸 １ ０ ０ ｍ ｌ を 入 れ 、 ２ ４ 時 間 加 熱 還 流 し た 。 ク ロ ロ ホ ル ム
で 抽 出 、 水 で 洗 浄 、 芒 硝 で 乾 燥 後 、 溶 媒 を 減 圧 留 去 し た 。 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 充
填 剤 ： シ リ カ ゲ ル ， 溶 媒 ： ク ロ ロ ホ ル ム ， Ｒ ｆ ＝ ０ ． ９ ０ ） と 、 ア セ ト ン に よ る 再 結 晶 精
製 と を 行 い 、 黄 色 粉 末 の ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ５ ,６ － ビ ス (３ ,４ － ジ テ ト ラ デ シ ル オ キ シ フ
ェ ニ ル )ピ ラ ジ ン (６ ｄ )を ３ ． １ ６ ｇ 得 た （ 収 率 ７ １ ％ ） 。 そ の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造
を 支 持 し て い る 。
融 点 ： ７ ５ ℃
I.R. (KBr, cm - 1 ): 2920, 2860(CH 2 ), 2230(CN), 1580, 1490(Ar), 1460.
1 H-NMR (CDCl 3 , TMS) δ (ppm): 0.87(t, 12H), 1.24 (m, 72H), 3.80(t, 4H), 3.93(t, 4
H), 6.52-7.02(m, 6H).
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ６ ,７ ,１ ０ ,１ １ － テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ ル オ キ シ )－ １ ,４ － ジ ア
ザ ト リ フ ェ ニ レ ン (７ ｄ )の 合 成
　 ２ ０ ０ ｍ ｌ ナ ス フ ラ ス コ に 、 ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ５ ,６ － ビ ス (３ ,４ － ジ テ ト ラ デ シ ル オ
キ シ フ ェ ニ ル )ピ ラ ジ ン (６ ｄ )の ３ ． ０ ０ ｇ （ ２ ． ６ ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ） お よ び 乾 燥 ジ ク ロ ロ メ
タ ン ５ ５ ｍ ｌ を 入 れ 、 溶 解 す る ま で 撹 拌 し た 。 溶 解 し た 後 、 Ｖ Ｏ Ｆ ３ の ０ ． ８ ９ ５ ｇ （ ７
． ２ ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ） お よ び Ｂ Ｆ ３ － Ｅ ｔ ２ Ｏ の ０ ． ７ １ ８ ｇ （ ７ ． ２ ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ） を 入 れ 、
１ ． ５ 時 間 室 温 で 撹 拌 し た 。 そ の 後 、 ５ ％ ク エ ン 酸 を 加 え １ ０ 分 撹 拌 し た 。 ジ ク ロ ロ メ タ
ン で 抽 出 し 、 水 で 洗 浄 、 芒 硝 で 乾 燥 後 、 自 然 濾 過 を 行 い 、 溶 媒 を 留 去 し た 。 カ ラ ム ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー （ 充 填 剤 ： シ リ カ ゲ ル ， 溶 媒 ： 　 ク ロ ロ ホ ル ム :ｎ － ヘ キ サ ン ＝ ５ :２ ， Ｒ ｆ
＝ ０ ． ６ ８ ） を 行 っ た 。 そ の 後 、 ア セ ト ン で ２ 回 、 酢 酸 エ チ ル で ２ 回 、 ｎ － へ キ サ ン で １
回 再 結 晶 を 行 い 、 黄 色 固 体 の ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ６ ,７ ,１ ０ ,１ １ － テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ
シ ル オ キ シ )－ １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン (７ ｄ )を ０ ． ９ ９ １ ｇ 得 た （ 収 率 ３ ３ ％ ） 。
そ れ の I.R.と 1 H-NMRと 元 素 分 析 と の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構 造 を 支 持 し て い る 。
融 点 ： ６ ８ ． ８ ℃ 、 透 明 点 ： ２ ２ ４ ． ２ ℃
I.R. (KBr, cm - 1 ): 2920, 2845(CH 2 ), 2227(CN), 1600, 1520(Ar), 1450.
1 H-NMR (CDCl 3 , TMS) δ (ppm): 0.87(t, 12H), 1.27 (m, 72H), 4.30(t, 8H),7.71～ 8.47
(m, 4H).
元 素 分 析 : 実 測 値 (計 算 値 ) N 4.95(4.96) C 78.37(78.67) H 10.43(10.71).
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 テ ト ラ キ ス [２ ,３ ,６ ,７ － テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ ル オ キ シ )]ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ノ テ
ト ラ ピ ラ ジ ノ シ ア ニ ナ ー ト 銅 (II)　 (１ ｄ )の 合 成
　 ５ ０ ｍ ｌ 三 ッ 口 フ ラ ス コ に 、 ２ ,３ － ジ シ ア ノ － ６ ,７ ,１ ０ ,１ １ － テ ト ラ キ ス (テ ト ラ
デ シ ル オ キ シ )－ １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン (７ ｄ )の ０ ． ３ ０ ０ ｇ （ ０ ． ２ ９ ５ ｍ ｍ ｏ
ｌ ） 、 塩 化 銅 ０ ． ０ １ ２ ０ ｇ （ ０ ． ０ ８ ９ ９ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 １ － ヘ キ サ ノ ー ル ３ ｍ ｌ お よ び
Ｄ Ｂ Ｕ ７ 滴 を 入 れ 、 ２ ４ 時 間 加 熱 還 流 さ せ た 。 そ の 後 、 放 冷 し メ タ ノ ー ル を 注 い だ 。 沈 殿
物 を 自 然 濾 過 し 、 こ の 濾 物 を エ タ ノ ー ル 、 ア セ ト ン 、 酢 酸 エ チ ル で 順 次 洗 浄 し た 。 カ ラ ム
ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 充 填 剤 ： シ リ カ ゲ ル ， 溶 媒 ： ク ロ ロ ホ ル ム ， Ｒ ｆ ＝ ０ ． ２ ５ ） と 、
日 本 分 析 工 業 社 製 の リ サ イ ク ル Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 　 Ｌ Ｃ － ９ １ ８ を 用 い て 精 製 を 行 い 、 茶 色 の 液 晶
物 質 の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 と し て テ ト ラ キ ス [２ ,３ ,６ ,７ － テ ト ラ キ ス (テ ト ラ デ シ
ル オ キ シ )]ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ノ テ ト ラ ピ ラ ジ ノ シ ア ニ ナ ー ト 銅 (II)　 (１ ｄ )を ７ ３ ． ４
ｍ ｇ 得 た （ 収 率 ２ ３ ％ ） 。 そ れ の 元 素 分 析 と マ ト リ ッ ク ス 支 援 レ ー ザ ー 脱 離 イ オ ン 化 － 飛
行 時 間 型 質 量 分 析 （ MALDI-TOF： TOF-Mass） と 電 子 ス ペ ク ト ル と の 分 析 デ ー タ は 、 こ の 構
造 を 支 持 し て い る 。
分 解 温 度 ： ３ ５ ０ ℃
元 素 分 析 : 実 測 値  (計 算 値 ) N 4.57(4.89) C 77.15(77.58) H 10.94(10.56)
TOF-Mass: 実 測 値  (計 算 値 ) 4577.49(4582.71)
電 子 ス ペ ク ト ル デ ー タ  [nm (logε )]: 252 (5.13), 276 (5.12), 364 (4.79), ca.400 (s
h), ca.488 (sh), 660 (4.73), 732 (5.05).
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 比 較 例 １ ～ ４ ）
　 実 施 例 １ ～ ４ の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )の 直 前 前 駆 体 で あ る １ ,４ － ジ ア
ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )を 夫 々 比 較 例 １ ～ ４ と し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 実 施 例 お よ び 比 較 例 の 化 合 物 の 分 析 お よ び 物 性 評 価 ）
　 実 施 例 １ ～ ４ の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )と 、 比 較 例 １ ～ ４ の １ ,４ － ジ ア
ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )と の 分 析 、 お よ び 物 性 評 価 を 行 な っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 (１ ． 質 量 分 析 お よ び 元 素 分 析 ）
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )と 、 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～
７ ｄ )と の MALDI-TOFの 測 定 結 果 、 お よ び 元 素 分 析 デ ー タ を 、 表 １ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】

10

20

30

(12) JP 2006-241124 A 2006.9.14



【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )の ク ロ ロ ホ ル ム 溶 液 の 電 子 吸 収 ス ペ
ク ト ル の デ ー タ を 、 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ ら の 分 析 デ ー タ は 、 実 施 例 お よ び 比 較 例 の 化 合 物 の 構 造 を 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ ２ ． 相 転 移 挙 動 ）
　 実 施 例 １ ～ ４ の ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )と 比 較 例 １ ～ ４ の １ ,４ － ジ ア ザ
ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )と の 相 転 移 温 度 と 相 転 移 エ ン タ ル ピ ー を 、 表 ３ に ま と
め て 示 す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 (2-a)　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 の 相 転 移 挙 動
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )は 、 表 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 長 鎖 の 長 さ に 係 わ
ら ず 、 室 温 か ら 分 解 温 度 で あ る 約 ３ ４ ０ ～ ３ ５ ０ ℃ ま で の 極 め て 広 い 温 度 領 域 で 、 た だ 一
つ の テ ト ラ ゴ ナ ル カ ラ ム ナ ー (Col t e t )相 を 示 し た 。 こ の よ う に 非 常 に 高 温 の 分 解 温 度 ま で
等 方 性 液 体 を 与 え な い と い う 大 変 興 味 深 い 特 性 を 有 し て い た 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 (2-b)　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 の 相 転 移 挙 動
　 一 方 、 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )は 、 表 ３ か ら 明 ら か な よ う に
、 い ず れ も 室 温 か ら 二 つ の 結 晶 相 (K)を 経 て 、 一 つ の ヘ キ サ ゴ ナ ル カ ラ ム ナ ー オ ー ダ ー ド (
Col h o )相 を 示 し 、 等 方 性 液 体 (I.L.)へ 転 移 す る 。 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７
ａ ～ ７ ｄ )は 、 ア ル コ キ シ 基 が 炭 素 数 ８ か ら １ ４ へ と 順 次 増 え て 長 鎖 と な る に つ れ 、 融 点
と 透 明 点 と が 直 線 的 に 低 下 す る と い う も の で あ っ た 。 ま た 、 同 じ く ア ル コ キ シ 基 が 長 鎖 と
な る に つ れ て 、 液 晶 温 度 範 囲 が １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ )で の 温 度 幅 １
８ ７ ℃ か ら (７ ｄ )で の 温 度 幅 １ ５ ５ ℃ へ と 縮 小 し て い た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ３ ． 実 施 例 お よ び 比 較 例 の 化 合 物 の 液 晶 性 評 価 ）
　 (3-a)　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 の 液 晶 性
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )の 加 熱 Ｘ 線 の 測 定 デ ー タ を ま と め て 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 測 定 に 用 い た CCD/X線 小 角 散 乱 装 置 (SAXS-CCD)は 、 そ の 測 定 範 囲 が ２ θ ＝ ０ ． ４ ４ ～ １
２ ° な の で 、 ス ペ ー シ ン グ ２ ０ ０ ～ ７ ． ４ Å の 反 射 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 表 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )の 全 て の 液 晶 相 は い ず
れ も テ ト ラ ゴ ナ ル カ ラ ム ナ ー (Col t e t )相 で あ る こ と が 分 か っ た 。 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物
(１ ｃ )を 例 に と っ て 説 明 す る と 、 低 角 度 側 に ２ 本 の 反 射 が 観 察 さ れ た 。 こ れ ら の ス ペ ー シ
ン グ 比 は １ ／ √ ２ ： １ ／ ２ と な り 、 ２ Ｄ テ ト ラ ゴ ナ ル 相 特 有 の ス ペ ー シ ン グ 比 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｂ )に つ い て 、 別 な Ｘ 線 回 折 装 置 に よ り 測 定 し た 結 果
も 併 せ て 示 す 。 何 れ の 結 果 も 低 角 度 側 で ほ ぼ 一 致 し て い た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 (3-b)　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 の 液 晶 性
　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ｃ )は 、 ２ ３ ０ ℃ に て 偏 光 顕 微 鏡 で 観 察 し た と
こ ろ 、 木 枝 の よ う な 枝 分 か れ し た テ ク ス チ ャ ー が 観 察 さ れ た 。 二 つ の 枝 の 間 の 角 度 は 約 ６
０ ° で あ っ た 。 こ の よ う な テ ク ス チ ャ ー は ヘ キ サ ゴ ナ ル カ ラ ム ナ ー (Col h )相 特 有 の も の で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )の 加 熱 Ｘ 線 の 測 定 デ ー タ を ま と め て
表 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ｂ )を 例 に し て 説 明 す る と 、 表 ５ か ら 明 ら か な
よ う に 、 低 角 度 側 の ３ 本 の 反 射 線 の ス ペ ー シ ン グ が Col h 特 有 の １ ： １ ／ √ ３ ： １ ／ ２ の 比
を 示 す と い う も の で あ っ た 。 さ ら に 、 分 子 間 の ス タ ッ キ ン グ 距 離 (h)に 相 当 す る 鋭 い 反 射
が 観 察 さ れ た の で 、 こ の 液 晶 相 は Col h o 相 と 同 定 さ れ た 。 他 の １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ
ン 誘 導 体 (７ ａ 、 ７ ｃ 、 ７ ｄ )の 液 晶 相 も 同 様 に Col h o 相 で あ る こ と が 分 か っ た 。

10

20

30

40

50

(19) JP 2006-241124 A 2006.9.14



【 ０ ０ ６ ７ 】
　 公 知 の ト リ フ ェ ニ レ ン 系 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 は 、 そ れ の コ ア 骨 格 の ト リ フ ェ ニ レ ン 環
の 周 辺 に 長 鎖 が ６ 本 延 び て い る か ら 、 Col h o 相 を 示 す 。 そ れ に 対 し 、 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ
ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ａ ～ ７ ｄ )は 、 ト リ フ ェ ニ レ ン 環 の 周 り に ア ル コ キ シ 基 の 長 鎖 が ４ 本 し
か 延 び て い な い に も か か わ ら ず 、 Col h o 相 を 示 し て い る 。 そ れ の ス タ ッ キ ン グ 距 離 が 約 ３
． ５ Å と 短 い た め に イ ン プ レ イ ン ダ イ マ ー が 形 成 さ れ 、 そ の コ ア の 周 り を ８ 本 の ア ル コ キ
シ 長 鎖 が 覆 っ て い る の で あ る と す れ ば 、 ダ イ マ ー の 形 成 に よ り Ｚ ＝ ２ と な っ て い る は ず で
あ る 。 し か し 表 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 格 子 内 に 分 子 が 一 つ (Ｚ ≒ １ )し か 存 在 し な い か ら
、 ダ イ マ ー を 形 成 し て い る と 考 え ら れ な い 。 よ っ て 、 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導
体 (７ ａ ～ ７ ｄ )は 、 カ ラ ム 内 で モ ノ マ ー が 自 由 回 転 し 、 コ ア 構 造 の 周 辺 を ア ル コ キ シ 長 鎖
で 覆 う こ と で 、 Col h o 液 晶 相 を 発 現 し て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 １ ,４ － ジ ア ザ ト リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 (７ ｂ )に つ い て 別 な Ｘ 線 回 折 装 置 に よ り 測
定 し た 結 果 も 併 せ て 示 す 。 何 れ の 結 果 も ほ ぼ 一 致 し て い た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ４ ． 実 施 例 の 化 合 物 の ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 性 の 評 価 ）
　 実 施 例 の 化 合 物 が 、 基 板 上 で 自 発 的 に 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る か に つ
い て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 と は 、 図 ２ (a)に 示 す よ う に 、 基 板 に 対 し て 一 次 カ ラ ム が 垂 直 に
配 向 す る こ と で あ る 。 し た が っ て 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す 液 晶 相 は 、 そ れ の カ ラ ム
軸 に 対 し て 分 子 の コ ア 構 造 面 が 垂 直 に 並 ぶ Col h 相 と Col t e t 相 の み で あ る 。 直 交 ニ コ ル の 間
で 偏 光 顕 微 鏡 観 察 を 行 な う と 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す Col h 相 と Col t e t 相 と は 、 真 っ
暗 に 見 え る 。 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 の 他 に 暗 視 野 を 与 え る の は 、 キ ュ ー ビ ッ ク 相 、 ア モ ル
フ ァ ス 状 態 の い ず れ か の 場 合 で あ る 。 そ れ ら 三 つ の う ち 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い る
場 合 だ け 、 そ れ の 薄 膜 を 引 っ 掻 い て 図 ２ (b)に 示 す よ う に 配 向 を 乱 す こ と に よ り 、 複 屈 折
が 生 じ そ の 部 分 が 明 る く 見 え る 。 一 方 、 キ ュ ー ビ ッ ク 相 や ア モ ル フ ァ ス 状 態 の 場 合 は そ れ
の 薄 膜 を 引 っ 掻 い て も 、 真 っ 暗 な ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ ～ １ ｄ )を ク ロ ロ ホ ル ム に 溶 解 さ せ 、 夫 々 ガ ラ ス 基 板 上 に
キ ャ ス テ ィ ン グ し て 薄 膜 を 作 成 し 、 偏 光 顕 微 鏡 観 察 を 行 な っ た 。 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物
(１ ａ ～ １ ｄ )の 薄 膜 を 直 交 ニ コ ル の 間 で 観 察 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ )の 薄 膜 は 、 極 僅 か に 明 視 野 を 示 し た 。 こ の こ と か ら 、 ポ
ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ａ )は 、 ほ ぼ 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す こ と が 分 か っ た
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｄ )の 薄 膜 は 、 完 全 な 暗 視 野 を 示 し た 。 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化
合 物 (１ ｄ )の 薄 膜 は 、 針 で 引 っ 掻 い た と き そ の 部 分 だ け 、 図 ２ (b)の よ う に 配 向 が 乱 れ る
た め 、 明 る く 観 察 さ れ た 。 こ の こ と か ら 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｄ )の 薄 膜 は 、 キ ュ
ー ビ ッ ク 相 で も ア モ ル フ ァ ス 状 態 で も な く 、 配 向 欠 陥 が な く 完 璧 に 自 発 的 な ホ メ オ ト ロ ピ
ッ ク 配 向 を 示 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｄ )の 薄 膜 は 、 さ ら
に 加 熱 さ れ る と 、 分 解 温 度 よ り 少 し 低 い ３ ０ ０ ℃ 付 近 か ら 徐 々 に 薄 膜 に ひ び 割 れ が 生 じ た
こ と か ら 、 室 温 か ら 約 ３ ０ ０ ℃ ま で の 広 範 な 温 度 域 で 、 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し た
ま ま 、 熱 的 に 安 定 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ポ ル フ ィ ラ ジ ン 系 化 合 物 (１ ｂ 、 １ ｃ )の 薄 膜 も 同 様 に 、 室 温 か ら 約 ３ ０ ０ ℃ ま で の 広 範
な 温 度 域 で 、 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し た ま ま 、 熱 的 に 安 定 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 分 析 に 際 し 、 I.R.測 定 に は フ ー リ エ 変 換 赤 外 分 光 光 度 計 (FT-IR)　 Nicolet NEXUS
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 670を 用 い 、 1 H-NMR測 定 に は 1 H-核 磁 気 共 鳴 装 置 JEOL JNM-FX90Aを 用 い 、 元 素 分 析 に は 元
素 分 析 装 置 Perkin-Elmer elemental analyzer 2400を 用 い 、 電 子 吸 収 ス ペ ク ト ル 測 定 に は
電 子 吸 収 ス ペ ク ト ル 分 光 光 度 計 Hitachi U-4100 spectrophotometerを 用 い た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 物 性 評 価 に 際 し 、 相 転 移 温 度 お よ び 相 転 移 カ ロ リ ー 測 定 に は 、 示 差 走 査 熱 量 測 定 計
(DSC)　 Shimadzu DSC-50と 示 差 熱 分 析 計 (TG)　 Rigaku Thermo plus TG 8120と を 用 い 、 液
晶 相 の テ ク ス チ ャ ー 観 察 に は 、 Mettler FP80HT hot stage, Mettler FP90 Central Proce
ssorを 装 備 し た 偏 光 顕 微 鏡 Nikon ECLIPSE E600 POLを 用 い た 。 広 角 Ｘ 線 回 折 実 験 に は 、 温
度 コ ン ト ロ ー ラ ー と Cu-Kα 線 を 用 い た Ｘ 線 回 折 装 置 Rigaku Rintを 用 い 、 小 角 Ｘ 線 回 折 実
験 に は 、 マ ッ ク サ イ エ ン ス 社 製 CCD/X線 小 角 散 乱 装 置 SAXS-CCDを 用 い た 。 相 転 移 挙 動 は 、
偏 光 顕 微 鏡 観 察 、 DSC測 定 、 加 熱 Ｘ 線 構 造 解 析 に よ り 確 立 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 素 子 、 お よ び そ れ を 用 い た 電 子 デ バ イ ス と し て 太 陽 電 池 を
試 作 し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 実 施 例 ５ ）
　 ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） － ガ ラ ス 基 板 上 に 、 ポ ル フ ィ ラ
ジ ン 系 化 合 物 (１ ｄ )で 厚 さ ５ ０ ｎ ｍ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 を 付 し 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク
液 晶 素 子 を 作 製 し た 。 薄 膜 を 顕 微 鏡 で 観 察 し た と こ ろ 、 広 い 面 積 で 均 一 で あ っ た こ と か ら
、 こ の 薄 膜 は 、 自 発 的 に 均 一 で 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る こ と が 確 認 さ れ
た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 を 用 い て 、 図 ３ に 示 す 太 陽 電 池 １ を 試 作 し た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ガ ラ ス 基 板 １ ０ 上 の Ｉ Ｔ Ｏ 層 １ １ を ア ノ ー ド と し 、 そ れ に 付 さ れ た デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液
晶 膜 １ ２ を 電 子 供 与 体 と す る 。 こ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 １ ２ 上 に 、 電 子 受 容 体 で あ る
フ ラ ー レ ン Ｃ ６ ０ を 含 有 す る 膜 １ ３ を 付 し 、 さ ら に そ の 上 に カ ソ ー ド と し て ア ル ミ ニ ウ ム
膜 １ ４ を 付 し た 。 ア ノ ー ド １ １ と カ ソ ー ド １ ４ と を 、 電 気 負 荷 を 介 し て 繋 い で 、 太 陽 電 池
１ を 得 た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ガ ラ ス 基 板 １ ０ 側 か ら 光 を 入 射 さ せ た 。 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 １ ２ で 光 が 吸 収 さ れ 励
起 子 が 発 生 す る 。 そ れ が 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 １ ２ へ 拡 散 し 、 解 離 す る 。 す る と ア ノ
ー ド １ １ と カ ソ ー ド １ ４ と へ 電 荷 移 動 が 起 こ る 。 そ の 結 果 、 太 陽 電 池 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 太 陽 電 池 に つ い て 光 照 射 時 お よ び 暗 中 時 で の 性 能 を 評 価 し た と こ ろ 、 ０ ． １ ２ ％ と
い う 極 め て 高 い 効 率 を 示 し て い た 。 こ の こ と は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 が 完 璧 な ホ メ オ
ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 す こ と に 起 因 し て い る と 、 推 察 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 は 、 室 温 程 度 の 低 温 か ら 融 点 ま た は 分 解 点 程 度 の 高 温
ま で の 広 範 な 温 度 域 で 、 自 発 的 に 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 を 示 し て い る 。 そ の た め 、
電 導 性 や 半 導 性 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 素 子 の 原 材 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 素 子 は 、 様 々 な 電 子 デ バ イ ス に 用 い ら れ る 。 広 い 面 積 の 屋 根
や 壁 へ 塗 布 で き る 太 陽 電 池 、 極 薄 の 層 で 電 荷 輸 送 性 に 優 れ た 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン
ス 電 荷 輸 送 層 や 有 機 レ ー ザ ー 発 光 用 電 荷 注 入 層 、 印 刷 可 能 で 安 価 な 商 品 タ グ 用 の 半 導 体 や
臭 い セ ン サ ー ま た は ガ ス セ ン サ ー 用 の 半 導 体 、 蒸 着 に よ ら ず 広 い 面 積 に 印 刷 や ス ピ ン コ ー
テ ィ ン グ し た 光 メ モ リ ー や 書 込 み 可 能 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ － Ｒ ） や フ ォ ト ケ ミ カ ル
・ ホ ー ル ・ バ ー ニ ン グ （ Ｐ Ｈ Ｂ ） の 光 学 的 記 憶 媒 体 、 超 小 型 テ レ ビ カ メ ラ に 用 い る 撮 像 素
子 用 光 伝 導 性 材 料 と し て 、 用 い ら れ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 と 、 本 発 明 を 適 用 外 の 液 晶 と の 配 向 を 示
す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 す る デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 の 完 璧 な ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 と 、 本 発
明 を 適 用 外 の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 の 乱 れ た 配 向 と を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 す る 太 陽 電 池 の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 １ は 太 陽 電 池 、 １ ０ は ガ ラ ス 基 板 、 １ １ は Ｉ Ｔ Ｏ 層 、 １ ２ は デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 膜 、
１ ３ は 電 子 受 容 体 の 膜 、 １ ４ は ア ル ミ ニ ウ ム 膜 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【要約の続き】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（式(１)中、Ｒ－は直鎖、分岐鎖もしくは環状の炭化水素基、またはポリ（オキシエチレン）基、－Ｍ－は２価の金
属）
で表されるポルフィラジン系のホメオトロピック配向化合物を含有しており、膜状に形成されて自発的にホメオトロ
ピック配向を示している。
【選択図】　　　　　なし。
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